
























































































果とよく一致 した. こうして､このモデルはこの実験に対 してDLAよりも良
いモデルであることが示された｡
13.量子StadiumBiliardの断熱変化 と準位統計
高 見 利 也
Gut2;Wilerのtrace公式1)によると､量子系の固有値は古典周JgJ軌道に関係する
周期構造を持ち､可積分系に対しては､Einstein-Brilouin-Keler(EBK)の景子イヒと
等価な条件を与える｡非町横介系に対しては､古典周期軌道が怖料 こ列挙できないこ
となどにより､この公式を使って量子イヒすることは､一般には難しいO-･方､近年の
計井機の発達にともなって非可積分長子系の高励起状態の固有関数が計沸されるよう
になり､冊単な古典周期軌道の上で高.い振帽を持つ波動関数が見つかった(SCar波動
関数)｡このことは個々の古典周期軌道に対応する固有状態の存在を示しており､こ
の関連で､周期軌道景子･化が怖単に実行できる可能性がある｡
EBKの晃子イヒ灸作は､Bohr-Sommerfeldの最子イヒを､断熱不変性に荊目して多
次元に拡張したものである｡晃子化されている系から始めて別の系に断熱変化するこ
とにより､途中でtorusが存在しない領域を通過しても､最終的なtoruSが存在して
いる場合には､levelcrossingの付近を除いて半古典景子化は可能である2).このよう
に量了イヒの問題では断熱不変性が_gf_安な意味を持っているにもかかわらず､現在のと
ころ､非可積分系の固有状態と断熱変化との関連はあまり調べられていない.この論
文では ･ヾ農了･系のparamcterをWr熱的に変化させたときの､商励起状態の岡村倍の
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